





Teaching English Pronunciation in an Elementary School Teacher Training Program: 









































































































































































































































全 14 回の講義のうち、第 2 回から第 11 回までの






































2019 年度「児童英語基礎 A」の受講生は 17 名で


























































1 ～ 3 に関して、質問の形式は、4 件法（1. まった
くできない / ない、2. あまりできない / ない、3. だ








17 名の同意を得、それぞれ有効回答数 17 を得た。




















CS1 の問題を図 -1 に、正答率や誤答の内容をま

















A1 [hæt] （47.1%）や A3 [wɔːk]（47.1％）も回答者の
半数近くが正答した。ただし、A1 [hæt] の最も多
か っ た 誤 答（X1） が heart（29.4%）、X2 が heat




A6 [(h)wɑts]（35.3%）、A2 [ʃiː] （17.6％）、A5 [θiːm]
（17.6％）、A7 [jes]（11.8%）、A8 [ðei]（5.9%）とな





つかない記号 [j] は特に正答率が低かった。[j] の
















識がなかった場合である。X1 は [s] で始まる回答


















1. [hæt] 2.[ʃiː] 3.[wɔːk] 4. [ɑmlət] 5. [θi:m]
6. [(h)wɑts] 7. [jes] 8. [ðei] 9. [lɛt] 10. [sIŋ]
B. 日本語の「シ」を発音記号で記してください。
（解答 A. 1.hat 2. she 3. walk 4. omelet 5. theme 6. what's 7.yes 8.they 9.let 10.sing　B.[ʃi] または [ɕi]）
表 -1　CS1 結果
問題番号 発音記号 正答（%） 誤答（%） 無回答（%） X1 X2 X3 X4 X5 共通番号
A1 [æ] 8（47.1） 9（52.9） 0（  0.0） 5 3 1 　 　 a
A2 [ʃ] 3（17.6） 13（64.7） 3（17.6） 6 2 1 1 1 　
A3 [ɔː] 8（47.1） 9（52.9） 0（  0.0） 7 1 1 　 　 　
A4 [ɑ] 13（76.5） 3（17.6） 1（  5.9） 2 1 　 　 　 　
A5 [θ] 3（17.6） 8（47.1） 6（35.3） 6 2 　 　 　 b
A6 [ts] 6（35.3） 11（64.7） 0（  0.0） 10 1 　 　 　 c
A7 [j] 2（11.8） 8（47.1） 7（41.2） 6 2 　 　 　 d
A8 [ð] 1（  5.9） 10（58.8） 6（35.3） 5 3 1 1 　 e
A9 [ɛ] 13（76.5） 1（  5.9） 3（17.6） 1 　 　 　 　 f




0（  0.0） 9（52.9） 8（47.1） 5 3 1 　 　 h
* 表中の数字は実数、（ ）内の数字は全体に対する割合を % で示す（少数第 2 位以下切り捨て）。
* 誤答（X1 ～ X5）について。誤答の種類を示すために「X1」「X2」のように表した。
   例えば、A1 では「X3」まで数字が記載してあるので、3 種類の誤答がそれぞれ表中の人数いることを示す。























を図 -2、その正答率や誤答の種類の結果を表 -2 に
示す。
CS1 との共通問題 a ～ h の正答率は全ての問題で
上昇した（4）。共通問題 8 問の得点（各 1 点合計 8
点）は、CS1（M=2.29、SD=0.92）からCS2（M=5.41、
SD=1.46）に上昇し、CS1 と CS2 の共通問題の得点
の間で平均値の差に関する t 検定を行った結果、統
計的な有意差が認められた（t =9.42, df =16, p <.01）。
CS2 独自の問題として出題したあいまい母音 A2 






1. [hæt] 2．[əbɑut] 3. [θriː] 4. [（h）wɑts]
5. [jes] 6. [ðei] 7. [lɛt] 8. [sIŋ]
B. 日本語の「シ」の発音記号を次の 2 つから選んでください。[si][ʃi]
C. アルファベットの C の名前の読み方を次の 2 つから選んでください。[siː][ʃiː]
（解答 A. 1.hat 2. about 3. three 4. what's 5. yes 6. they 7.let 8.sing  B. [ʃi]  C. [siː]）
*B では学習指導要領及び『子どもとはじめる英語発音とフォニックス』に基づき、[ʃi] を選択肢とした。
表 -2　CS2 ①結果
問題番号 発音記号 正答（%） 誤答（%） 無回答（%） X1 X2 X3 共通番号
A1 [æ] 12（  70.6） 5（29.4） 0（0.0） 2 2 1 a
A2 [ə] 17（100.0） 0（  0.0） 0（0.0） 　 　 　 　
A3 [θ] 14（  82.4） 3（17.6） 0（0.0） 1 1 1 b
A4 [ts] 8（  47.1） 9（52.9） 0（0.0） 9 　 　 c
A5 [j] 11（  64.7） 6（35.3） 0（0.0） 5 1 　 d
A6 [ð] 13（  76.5） 4（23.5） 0（0.0） 2 1 1 e
A7 [ɛ] 16（  94.1） 0（  0.0） 1（5.9） 　 　 　 f










8（  47.1） 9（52.9） 0（0.0） 　 　 　 　














































G [m][n] の 2 つから両唇音を選ぶ。
H 母音 [æ][ɑ][ʌ]、母音字 A、O、U から、指導法の示す音素とその母音字を選ぶ。
表 -3　CS2 ②③問題と結果
問題番号 問題内容 正解 正答（%）
D
正面写真 [f] 16（  94.1）
正面写真 [v] 17（100.0）
E
口内模式図 [θ] 13（  76.5）
口内模式図 [ð] 12（  70.6）
F
口内模式図 [r] 16（  94.1）
口内模式図 [l] 17（100.0）
口内模式図 [r] 14（  82.4）
G 両唇音 [m] 16（  94.1）
H
縦に大きく指が 3 本入るくらい口を開けて発音する音素 [ɑ] 16（  94.1）
その母音字 O 14（  82.4）
* 表中の数字は実数、（ ）内の数字は全体に対する割合を % で示す（少数第 2 位以下切り捨て）。







する t 検定の結果を表 -4 に示す。質問紙の内的一
貫性を示すクロンバック a 係数は、事前調査は a ＝
.885、事後調査は a ＝ .872 であり、両質問紙調査
の信頼性は確認された。以下、事前、事後、事前事
後の比較の順に分析を行う。
事前調査では、全 11 項目の平均値は 1.90 であり、
中点 2.5 を上回る値を示したのは、一般になじみ深
い 1-1（アルファベットの名前の発音）の 2.58 のみ
であった。分野ごとに見ると、アルファベットの名

























　 番号 質問項目・分野 M SD M SD t 値
??
1-1 アルファベットの名前の発音 2.58 0.93 3.11 0.48 2.04
1-2 アルファベットの音の発音 2.05 0.74 2.58 0.50 2.49*
1-3 アルファベットの名前の指導 1.70 0.77 2.23 0.56 2.49*
1-4 アルファベットの音の指導 1.58 0.71 2.11 0.60 2.31*
1-5 母音 [æ][ɑ][ʌ] の発音 2.17 0.80 3.35 0.70 5.99**
1-6 母音 [æ][ɑ][ʌ] の指導 1.64 0.49 2.58 0.71 5.19**
1-7（後） ジングルの指導 　 　 2.41 0.61 　
1-8（後） 英語音声の特徴の理解 　 　 2.47 0.51 　
2-1 発音記号の読み方 1.58 0.50 2.76 0.56 6.66**
3-1 イントネーション 2.23 0.43 2.52 0.51 2.06
3-2 リズム 2.11 0.60 2.64 0.70 2.72*
3-3 音変化 1.94 0.42 2.70 0.46 7.21**
3-4 モデルとしての発音 1.41 0.50 2.58 0.61 5.99**
?? 事前事後共通 11 項目　 （平均） 1.90 0.44 2.65 0.37 6.29**
事後 13 項目　 （平均） 　 　 2.62 0.36 　
??
1-1.1-2.1-5 アルファベットの名前と音の発音　 （平均） 2.27 0.69 3.01 0.46 4.09**
1-3.1-4.1-6 アルファベットの名前と音の指導　 （平均） 1.64 0.54 2.31 0.38 4.41**
1-1 ～ 1-6 アルファベットの名前と音の発音と指導 （平均） 1.95 0.59 2.66 0.45 4.26**
3-1 ～ 3-3 プロソディー・音変化　 （平均） 2.09 0.40 2.62 0.42 5.11**
注 1：（後）のついた番号は事後のみの質問項目である。
注 2：平均値（M）、標準偏差（SD）、t 値は少数第 2 位まで示した。















の差において t 検定を行ったところ、9 項目に統計
的有意差（p <.01 又は .05）があり、残り 2 項目に
有意傾向（p <.1）が認められた。自己評価の平均
値が最も上昇したのは、2-1（発音記号の読み方）



















（1-1 ～ 1-6）は 1.95 から 2.66 へ、③モデルとして






































































































1-1 アルファベットの名前の発音  .10 -.17 .38
1-2 アルファベットの音の発音  .51*  .37 .62**
1-3 アルファベットの名前の指導  .58*  .24 .65**
1-4 アルファベットの音の指導  .64**  .19 .30
1-5 母音 [æ][ɑ][ʌ] の発音  .69**  .36 .49*
1-6 母音 [æ][ɑ][ʌ] の指導  .67**  .26 .58*
1-7 ジングルの指導  .29   - .47
1-8 英語音声の特徴の理解  .62**  .33 .45
2-1 発音記号の読み方   -  .29 .42
3-1 イントネーション  .02 -.13 .13
3-2 リズム -.02  .06 .50*
3-3 音変化  .19  .22 .41
3-4 モデルとしての発音  .42  .47   -
??
1-1.1-2.1-5 アルファベットの名前と音の発音　 （合計）  .57*  .26 .61**
1-3.1-4.1-6 アルファベットの名前と音の指導　 （合計）  .74**  .27 .60**
1-1 ～ 1-6 アルファベットの名前と音の発音と指導 （合計）  .73**  .29 .66**
3-1 ～ 3-3 プロソディー・音変化　 （合計） -.04  .06 .49*










































（ 2 ）ジングルは 4 種類用意され、『We Can!』及び
『Letʼs Try!』 のデジタル教材にも収録されてい
る。
（ 3 ）CS1 の返却・解説等は実施していない。
（ 4 ）CS2 では、共通問題 b の単語を、教室英語に






ることのほかに、[ʃi] と [ɕi] の音質の違いを
理解しているために混乱が引き起こされた可
能性が考えられる。





る講義の実態調査―」 JES Journal, 15. 83-94.
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三宅美鈴・上斗晶代・西尾由里（2016）．「小学校に
おける英語音声指導に関する実態調査」『日
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< パート 1: アルファベットの名前と音について >
1-1 アルファベット 26 文字の名前を正しく発音できますか。 4 件法
1-2 アルファベット 26 文字の代表的な音素を正しく発音できますか。 4 件法
1-3 アルファベット 26 文字の名前の発音を指導する自信はありますか。 4 件法
1-4 アルファベット 26 文字の代表的な音素の発音を指導する自信はありますか。 4 件法
1-5
次の 3 つの単語の下線の部分の音を正しく発音できますか。
　apple         up          orange
4 件法






1-8（前） 1-7 のようなチャンツやジングルで音と綴りの関係を勉強したことがありますか。 4 件法
1-8（前）理由








1-8（後） 担任として知っておくべき英語の音声面の特徴を理解している自信はありますか。 4 件法
< パート 2: 発音記号について >






2-2 で 1.2.4 のどれも選択しなかった方にお尋ねします。1.2.4 の方法を用いないの
はなぜですか。自由に記述してください。
記述
2-2（後）理由 2-2 で、それらの記号を用いるのはなぜですか。その理由を教えてください。 記述
< パート 3: その他 音声について >
3-1 イントネーションの上昇・下降がわかり、発音できますか。 4 件法
3-2 英語らしいリズムで発音できますか。 4 件法
3-3 必要なところで英語の音をつなげてなめらかに発音できますか？ 4 件法
3-4 担任として授業を実践する上で、モデルとして適切な程度の発音ができますか。 4 件法







注 2:  *　複数選択。選択肢を以下の通り。
　　　　 1. 辞書（紙製）を引き、発音記号を読む。 2. 電子辞書で引き、発音記号を読む。
　　　　 3. 電子辞書で引き、音声の読み上げ機能を用いる。 4. インターネット上の辞書で引き、発音記号を読む。
　　　　 5. インターネット上の辞書で引き、音声の読み上げ機能を用いる
　　　　 6. 周囲の人に聞く。 7. その他（　　　　　　　　　　　　）：具体的な内容を記してください。
　
